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新年の抱負および雑感

新年気分

新年 というのも悪 くない。 この年 (三 十路 にしっか りはいつた )

になって も、 めでたいものは、 めでたい。正月気分のおさま りかけ

た 5、  6日 になって も、 はたまた成人の 日にな って も、 しぶ とく

「あけま しておめでとう !」 を連発 していた。 とにか く私 としては、

めでたい「気分」を満喫 したいのだから、ふだん話 しかけや しない

人だってかまいや しない。 「おめでとうったら、おめで とう !」 と

いつまで もにこにこ、ぺ こべ こしていた。 一年中 こんなにめでたく

過 ぎていったら、 どんなにいいだろう。 さすがに、 昨 日も映画 を観

た帰 りに友人にあい、 「あけましておめでとうございます !」 とや

って、「ふ―ん、 もうそうゆう時期で もないん じゃない。 」 とたし

なめられて しまった。 (ち なみに 17日 だつた。昨 日は )。

他の楽 しみといえば、年賀状をもらうこと (書 かず にもらお うと

いうこめ根性。 )、 おせ ち料理をたべ ること、 おみ くじをひ くこと、

お年玉を少 しあげること、 お とそをいただくこと、 な どなど。

それともう一つ。今年 は、長崎の守神「お諏訪さん」にまいろう。

長崎に転勤できて早 3年 がたった。今だに上司 とちゃんちゃんばら

ばら言い合 ったり、何かと事 を構 えて しまう私 としては、一人でも

長崎に味方がほしいところである。 お諏訪さんにお賽銭 を少 々あげ

て、味方 を十人つ くったような気分になれれば しめたものである。

3年 半前転勤 してきた頃は、 こうして 3度 目の新年 をここ長崎で

迎 えようなどとは夢想 だにしていなかった。 当時、 「まあ、転勤で

すか。大変ですね。 」 といわれ、 「いえいえ。 」などと謙遜 してい

ると、必ず「奥さんも大変で しょう。」 といわれたものである。私

は、何 を隠そう「ご主人様」なのに。 名前が中性的 (真 澄 )な せい

もあってか、かの NTTか ら も「 ご主人はおいでで しょうか。 」と

聞かれた りした。 「本人です。 」 とそっけな く答えずに「そ うです。

そ うです。私がご主人様です。 」 と答えてやればよか った。
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正直いって、転勤前、そして転勤 してからも私の長崎に対するイ

メージは決して良 くはなかった。 九州の、 しかも西の果て、 さぞ九
州男児どもが威張 っているのだろう、なじめるだろうか、 と内心不
安であった。来たばか りのころ、長崎のおっさんたちによくからま

れたものだった。 時とともに解決 していったこともあるし、 どうも

私の方が不適応なのか、 よくわからないこともある。 ただ今は、決

して楽観 しすぎてはいないが、かといって必要以上に悲観もしてい

ない。長崎で活躍 しているいろいろな女性に会い、励まされてきた

からだ。数は少ないけれども、社会にでて偏見を覆 してきた人たち

に出会えたのは幸いであった。

2 初感動

話がもとに戻るが、初物を喜ぶのも新年の醍醐味。「あら、 これ
は初はまち。 あらら、 こちらは初卵.」 なんでもかんでも、新 しく、

はじめてでめでたいのだ。昨年末パソコンを買 つたので、 それを使

うときも「よ― し、初パソコンだ。」と喜んでいる。

ちなみに今年の初感動は、正月になってから、新幹線で帰省する

最中、雑誌からみつけたエピソー ド.藤 山直美さん (寛美の長女 )
が、必ず食事をすませたら皿 を洗 ってからテレビをみるということ

にいたく感動 して しまった。 いかに不精 もののわたしでも、 まさか

皿を洗わないわけではないが、 直美さんは「さっさとできんでは、

女優になれても人生を生きていることにはなれへん。」

そうか。あの演技力 も、そんな地味な下地があってのことか、 と

わたしはいたく感動 してしまった。 これが今年の「初感動」という

わけ。 (単純ですが。 )

感動のあまり、里帰 りしてからもせっせせ つせ と皿洗いにいそし

んだ今年の正月だつた。 (で 、使 ってもない皿 まで洗ってしまった

りしていたので、我が母上など「どしたん。 ここにお皿おいとった

んじゃけど。」としきりに消えるお皿に不思議がつていた。 )

社会に出て 7年 あまり。 とてつ もない新年の抱負を抱 くには、清

濁飲み込んできた (ほ どでもないか)私 は少 々年取過ぎた。それで
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も何か抱負をいだ くなら、「千里の道 も一歩から。 」 といえば、ず

いぶんばば くさ く聞こえてしまうが、「お皿 をさっさとあらわんよ

うじゃ、人生 いきたことになれへん。 」 とい うとどことなく、立派

ではないか。

考えてみれば、 人生 は汚れ ものの山みたいな もんである。汚れた

ソックス、 汚れた皿、汚れた鍋、 それらをどうやってささっと片づ

けるか。汚れた下着の山を女房 と言 う名の召使 いに押 しつけた り、

おそれおお くも、 自分 の母上 に押 しつ けた りしている人 たち も、

「人生 を生 きた事 になれへん。 」のだ。 その うち汚れたバンツやら、

ソックスが、ふ ってきてそんな人 たちは汚れ物の山の したに生 き埋

めになるに違 いない。

人は、限 られた生を受けているということをともすると忘れてし

まう。 もしも (宿 命論 じみた言 い方だが )、 一人一人決 まった量だ

けの、汚れた皿、 汚れたソックスに、汚れたバ ンツ、 (以後限 りな

く無限大 )を 背負 って生 まれて くるとすれば、人生の一大事はどう

やってさっさとこれらのノルマをクリアするかである。 (考 え方に

よっては、汚れ物のなかには、飽 き飽 きしたボーイフレン ドなんて

の もはいるか もしれない。 )。

とか く人生 を長 くや っていると、何が増えたかなあ、 私はこれこ

れを手 にいれた、 と守 りに入 って しまうが、逆 にこんな ものいらな
い、 これは捨てて しまお うと、 いらない物をそぎ落 としたりしなが

ら潔 く生 きていきたいなあ、 と思 ったのであった。 (藤 山直美さん

が言ちていることとは少 々ずれているか もしれないけれど。何構い

や しない、 得手勝手流で生きていけばよい。 )

初怒 り

最近の長崎新聞に、県庁での女性職員の最高職は、課長、 しかも
たったの 2名 。か くして女性管理職登用率は、全国第 47位。 と載
っていた。 これは、 ある程度予想のできる数字で驚かなかった。女
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性の社会進出は、社会の経済的成熟度 (露骨にいえば経済力 )に比

例するのではないかと、仮定すれば、別段驚 くべきことでもなんで

もない。

ただ、 気になったのは、 その記事 についていた看護大学の学長

(女性 )の コメン トである。「女性からもっと優秀な人材、優秀な

看護婦などをだせるよう、教育機関、女子教育機関を設立 しなけれ

ば。管理職に登用するといつてもそれだけの人材がいるのかどうか。

問題は私たちのところへかえつてきます。」とあつた。なんなんだ、

これは.

問題は、その女性に問題あ り、 の考 え方そのものなのに。そして、

女性の能力が、男性の能力とは別開発されるべき特殊なものという

考えはあまりに時代錯誤。子供を産む という点 を除けば、潜在能力

は変わらないという前提で教育するのでなければ、女子教育機関は

そのまま女子飼育機関にな りかねない。

優秀な看護婦 ? 欧米諸国で専門職 として認められ、権限 もある

看護婦 と、 日本で下働きに追いやられている看護婦の違いについて、

この人はどう考えているのだろう。優秀な看護婦と呼ばれるべき人

たちは、既にいるのではないだろうか。 さらにいえば、看護婦イコ

ール女性の前提でものを考えるのはおか しい。 同じだけの働 きがで

きる男性が進出することを前提に しているのであろうか。問題はど

れだけの、権限を与え、看護婦の地位そのものを向上させるか、の

はずではないか。

現状にはそれな りの理由がある場合 もある。私もそれは認める。

だが、女性自身の問題だと、女性の能力が劣 つているからだと、間

題をす りかえているのは、おか しい。社会での信用は、必ず しも能

力で得 られるとは限らない。立場その ものだけで、最低限の信用を

得る (男 性の場合 )場 合 と比べて、女性だけは能力で論 じようとす

るところに無理がある。 このコメン トのす りかえにt「 うううっ。」

怒 りのあまりうなってしまった。 これが本年の私の初怒 りであつた。

(文責:何を隠そう、 Y`「 M )
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１

・
ス
ト
ー
シ
多
値

ハ
「
ス
こ
え

」
セ
象
が
上
吹
日
に
え

に

行
く
。
ヾ
卜
す
ム
女
性
　
レ
・
リ
ー
の
口
碁
縁
こ
ふ
作
に
、
多

恒
が
ベ
ト
ナ
人
颯
イ
に
ど
う
こ
だ
ゎ
り
娩
け
３
が
―
―
梁

味
が
力
で
，

現
注
、
リ
ｌ
ｔま
二
人
の
各
秋
と
ア
メ
リ
カ
に
准
む
。
フ

ス
リ
カ
／
パ
ヮ
ー
の
イ
ぞ
渤
こ
、
著七
ス
（
ａ
へ
が
多
得
『て

い
る
。
ア
メ
リ
ヵ
卜
往
む
、‐ヘ
ト
ナ
ム
な
性
の
あ
れ
は
ベ
ト

ー

東
ぞ
め威
危
′

極́
ぞ
あ
る
。

場
爾

の
上
吹
時
欄

に
し
て
は
あ

＾
入
「
は
長
く
、
仏
ザ

こ
み
洛
ボ
ツ
フ
ノ
フ
ヒ
よ
だ
外
ウ

つ
か
な
い
。
ス
タ
リ
ー

ク
で
は
物
脅
ボ
鷲
こ
ろ
ま
プ
の
”
夕
位
―
―
長

い
嗜
曝
と

か
け
て
―
―
り
―
の
幼
ぃ
日
の
生
芳
ｔ
中
っ
く
リ
ヒ
、
村

の
嗜
哄
Ｋ
お
わ
こ
た
か
の
よ
う
に
λ
せ
て
い
く
ｏ
表
菫
に

し
屯
な
り
る
予
が
な
ホ
ム
．
，そ
の
た
に
ス
が
る
が
■
力
ｉ

う
橘
Ｌ
「
夏
の
た
Ｋ
ヶ
漁
ろ
痛
２
繰
の
表
．
仏
ど
■
無
と

敷

い
、
スヽ
教
バ
月
ゲ
颯
役
た
上
に
涎
し
て
た
こ
ろ
人
へ
の

子
と
´
こ
の
夫
し
レ、
村
が
、
リ
ー
の
鷲
ま
り
の
せ
希
グ
あ

フ
た
．

昴

′一
人
ぜ
朴
欠
名

命
の
政
ネ″
釣
〕
領
“
は
、
、ヘ
ト
ナ
ム
と

文
ヒ
物

に
分
け
て
■
じ
民
核
が
そ
う
こ
こ
に
な
う
。
リ
ー

が
，日
ふ

へ
こ
角
い
お
う
と
す
る
唯
偶
ぞ
あ
る
。

一́
人
ぬ
兒

は
民
飲
独
ェ
の
共
七
こ
志
願
し
て
、
ベ
ト
コ
ン
の
例
線
と

崚
すヽ
る
た
め
に
ハ
ノ
イ
ヘ
と
丞

っ
。
兄
た
ち
と
戦
北
へ
こ

送
０
こ
と
は
ベ
ト
フ
シ
ヘ
の
協
力
∩
江
じ
ざ
あ
フ
た
。
欠

直
末
娘
リ
ー
に
「
こ
の
上
え
こ
井
ち

て
生
ご
て
く
れ
」
と
一

雑
『
ぃ

、
日
本

、
フ
ラ

ン
ス

こ
そ

漁
ぞ

性
の
歯
に

Ｋ
、
及

）

静
さ
Λ
え
た
―
み
な
が
う
し
く
え
て
き
た
夫
じ
い
君
Ｊ
今

人
の
友
Ｋ
見
を
機
し
り
い
い
小
うヽ
な
結
に
あ
フ
て
、
こ
間

は
人
た
澤
仏
ら
の
及
し
い監
れ
と
ベ
ト
コ
ン
狩
り
へ
の
協

力
と
玖
い
ら
れ
ゴ
私
は
ベ
ト
フ
ン
仏
ら
の
心
ズ
と
迫
ら
れ

ぅ

日

々
ボ
統

く

．

漁

う

の

力

Ｋ
観

千

さ

れ

、
内

ら

の
ク

に

力
め
つ
げ
ら
れ
、
レ
イ
プ
で
れ
て
、
も
う
誰
じ
キ
っ
て
は

く
漁
な
い
。
、名
Ｋ
は
な
ｔ
く
な
る
´
な
ぞ
、
二
人
う
え
ハ

斎
ル
は
り
か
ら
な
い
ま
き
だ
。
君
卜
は
じ
り
４
ｔ
生
み
だ

す
汐

～
な

い
。



え
齢
％

の
洛
７
は
人
気
ぬ
竹
Ｋ
マ
蕉
み
の
考
え
で
付
け

ら
漁
て
ヤ
ス
．
驚
に
存
の
な
く
な
っ
た
リ
ー
は
ｑ
じ
よ
う

な
人
々
ざ
ざ
っ
た
近
す
サ
イ
．‐フ
ン
ヘ
行
で
、
ス
イ
ド
の
維

茅

ド
滝

く
。
欠

へ
め
思

い
の
よ

う
な
老
牧

の
主
人

へ
ん

と

し
、
世
螺
し
た
子に
ぬ
に
、
多
敦
の
尋
人
か
り
遊
い
な
セ
汽

う

。‘
リ
ア
ズ
２
″
宍
が
日
幸

の
瓜
承

ヒ
杖
，
た
す
く
コ
ン

ざ
子
供
こ
井
人

の
縁
ご
ｔ
ギ
め
て
働
く
。
若
一人
が
烈
」
く

な
る
こ
系

ン
パ

＾
烙
聟
は
誰
に
権

体
と
な
く
力
ぴ
て
ら
れ

る
′
承
薇
ば
パ
名
／バ
ラ

．
考
る
も
の
の
な

く
な

フ
推
父
ば

り
，―
に
「
も
り
い
い
、
御
冷
の
３
，
た
よ
う
ｋ
ｔ
ミ
て
く

れ

た
と
い
い
だ
し
て
霰
る
り
夜

・
多
る
日
＾
え
は
落
発
．

め

る
日

、
一
人
０
ア
メ
リ
カ
夫

こ
炊
近

う

。
考

能
な
職

あ

ｋ
あ

っ
て
ｔ
の
子

角
を
ギ
め
て

い
た
場

卜
嗜

、
リ
ー
は

後ヽ

て

誰

ι

相

手

だ

。
男

は

フ

月
′プ

リ

ヒ

忌

ウ

リ

ー

も

、
色

分
と
し
た
っ
て
く
う
易
ｋ
焔
婢
的
な
た
え
と
行
る
。
恙
ｔ

し
、
熊
嬌
と
し
て
　
ノン
人
ヨ
ハ
ろ
僕
ハ
薇
生
。
パ
え
に
ロ

ま
件
諄
げ
の
た
サ
イ
ゴ
シ
と
後
に
ア
ズ
リ
カ
ヘ
と
た
こ
こ

ι
に
た
つ
。

「
人
と
史

」
ざ
は
″
へ
の
花
岬
に
も
薇
わ
べ
ず
、
だ
た

で
の
リ
ー
と
の
が
こ
い
ぞ
待
りヽ
れ
負
総
や
林
杖
人
間
性
に

う
教
わ
れ
な
い
た

、
一
人
の
ル
通
女
の
孝
堪
ド
江
ｎ
す
る
。

及
米
し
た
リ
ー
が
日
と
な
核

フ
マ
塩
メ
六
大
型
の
力
燿

浮
で
、
ス
ー
パ
ー
の
人
４
頗
息
に
な
者
か
な
品
々
じ
ヽ
ア

メ
リ
″
め
生
茅
Ｋ
馴
畷
ん
で
み
る
と
　
ヾ
ト
ア
Λ
ｋ
各
・っ

た
リ
ー
の
価
花
蒸
よ
は
ほ
ど
違
い
し
か
ば
か
り
だ
、

今
と
た
る
ス
ー
の
お
与
ほ
ど
の
一
巻
ゑ
幻
格
ブ
‘じ
↑

Ｌ
よ
う
と
し
な
し、
人
と
Ｑ
間
に
キ
ム
バ
続
く
。
あ
る
日
ヽ

人
が
，
さ
な
於
ら
ズ
ギ
“下
ヽ
依
バ
子
っ
て
ｔ
た
倉
マ
と
、

そ
の
者
仏
ｔ
誇
す
。
ス
を
燿
辞
し
　
女
んヽ
冷
っ
て
ヤ
子
■

怒
い
が
羅
鰤
御評
射
毎
江

そ
の
彦

怯
縛
氷
わ
れ
ず

、
色
か
ｔ
逸

い
つ
め
て
や
く
ｏ
り

一

―
も
感

み
欲
け
て
い
て
、
次
公
へ
も
こ

い
、
ア
ス
リ

カ
の

生

ん

Ｆ
几

Ｌ

む

甥

カ

グ
た

へ
の
数

倉

取

り

し

ど

し

た

い

し

人
た
ル
フげ
る
。
し
か
し
、
人
は
色
燕
す
る
。

リ
ー
は
博
４
日
Ｋ
ベ
ト
す
ム
の
上
と
踏
む
。
ず

つ
（
り

４
老

い
た
母
は
、
彙

と
０
．
仏
教
ヒ
キ
リ
ス
ト
皮
。
そ
の

間
で
力
久
く
多
さ
ｚ
こ
た
リ
ー
は
間
と

っ
て
い
な
い
と
み

な
と
彰
ポ
。
が
、
長
ん
は
為
な
こ
孝
べ
な
い
。
綺
櫓
な
ケ

で
げ
―

辛
恩
な
ア
又
リ
カ
ー

と
拒
ろ
す
る
。
み
フ
そ



わ

ヒ
マ
な

ら

リ
ヒ

甕

せ

て

い
る

の
に

、

ス

、
対
「人

（

・り
勢
ど

い

柱

網

ち

と
ヽヽ
れ
う
，
こ
ｏ
ボ
な
の
修
仏
に
傷
つ
く
人
々
ｏ
え
た
ぽ

つ
・り

い
。

現
κ
は
備
報
だ
ら
け
。
薇
一教
と
い
う

の
う

千
忌
着
Ｔ
杉
家
ど
、
精
鞍̈
と
ぃ
ぇ
ば
な
ん
ざ
る

い
ん

ぞ
ラ
構

後

と

い
ん
ろ

。

反

えヽ
る

、

使

ぇ
な

い
、
夜
ょ

、

急

い
、
ゼ

み
び
均
憤
散
だ
。
こ
ん
な
１■
ラ
本
や
斉
曝

、
一ブ

レ
ｒ

ム
ら
ス
Ｒ
ヒ
ど
ん
す
ん
遂
ら
れ
て
ｔ
て
、
一
‘
角

に

■
だ
夕

け
て
ば
か
り
だ
ヒ
頭
が

お
か
し
く
な
る
ｏ
（
仁
７

ボ

お

こ

で
な

め

ざ

ア

レ
ピ

ム
子

が

し

て

ぃ
ぅ

内

閣
】が
多

く

な
，
た
。
）
ま
た

い
う
ん
な
像
ま
り
に
よ
て
も
″
列
物
、

コ
ピ
ー
の
多
仏

しヽヒ
、
資
ん
で
い
た
ら
葬
”
の
諸
が
耳
に

入
ら
な
レー
、‐て
終
り
２
５
乳
ム
ネ
う
岬
ど
ス
Ｑ
れ
る
　
困
っ

た
じ
ん
だ
。
だ
ム
ら
と
い
っ
て
な
い
な
仏
後
び́
隧
読
む
今

ャ
／
ス
を
κ
な
う
。

現
斃
閥
薙
ラ
の
３
一″
ど
だ

ル
、
こ
の
際

コ
ピ
ー
は
北
ん

４
に
し
た
う
ど
ん
存
る
ん
だ
ぅ
ク
。
勢
多
そ

こ
と
は
メ
色

ｔ
こ
う
。
よユ
を
人
に
だ
け
石
社
兵
曇
留

表
す
。
メ
在

と
と
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
あ
と
グ
，
手

に
は
な
ら
な
い
、

ラ
ク
ざ
フ
ぽ
ク
ψ
え

て
ｖ、
な

い
仏
ヶ
だ

（
と
い
う

の
は
れ

だ
ｔす
が
セ
リ
ん
？
‘
）

ま
魚
鉾
者
イ
租
（
考
及
で
ヽ
メ

ι
す
ら
の
パ
ス
愛
だ
と
す
ぞ
巖
■
口
．　

一ヽ代
パ
タ
蒙
な
ら

ま
だ
ι
も
ヽ
済
表
ぐ
の
ス
の
ア
ｌ
ρフ
の
脅
％
は
ィ
フ

３
ぅ
考
に
な
う
。
二
Й
贈
ゴ
ニ
Й
麟
ど
テ
ー
プ
色

一同
く
府
餞
ば
異
外
仔
性
な
レ、
し
、　
作
れ
て
う
淮
じ

千́
■
の
人
の
惚
み
碍
ん
ヒ
ーく
颯
く
ば
フ
て
し
ま
，
て

議

討

満

は

毎

鰐

卿
紳

〆

［
√

で

「

い
７
て
も
ヽ
の
ビ
絆
り
だ
″
げ
だ
っ
仁
。
¢
進
的
う
ウ
フ
リ

静
ハ
τ
〆
う
ん
と
リ
ア
ル
ぞ
、
〃
ぢ
ぐ
耳
な
り
入
う
ラ
ブ

ズ
の
格
・教
竜
と
い
し
こ
う
ざ
北
静
あ
め
，
た
げ
な
、
ア
シ

ン
て
な
ど
ら
い
ざ
よ
そ
の
口
”て
の
サ
‐ク
た
い
な
気
悽
レ
た
。

″
ｎ
ポ
束
孝
小
Ｋ
と
ぃ
ぅ
人
も
そ
ん
な
に
は
い
な
か
フ
た
。

人
間
関
係

ラ
准
た
の
と
り
υ
開
頑
角
Ｋ
な
っ
た
が
、
テ
レ

ピ
け
セ
％
烙
痛
財
縦
じ
な
く
ハ
リ
さ
ら
、
か
ｚ
の
ふ
子
ム

′
た
う
い
た
情
滋
仏上
叩
か
く
、
く
解
場
し̈
て
″
Ｃ
、
″／
レ

ビ
４
ろ
え
を
ａ
Ｆ
Ｆ
ふ
ん
の
よ
り
Ｋ
う
ク
人
パ
ふ
た
■
ο



私
た
つ
応

協
冷
の
キ
Ｊで
及
び
牝
揚
卜を
実
お
み

ｃ
と
と
急

晨
ｔ
ｔ
ｌ

っ
た
。

他
人
に
住
ぜ
う
こ
ヒ
薄
備
メ

こ
と
な

の

に
。
海
外

に
行

っ
た
人
に
は
ア
レ
ビ

Ｑ
携

孜
ヒ
准
ζ
逢

り

付

え
Ｋ
強
く
れ
寄
７
六
多
ぃ

．
こ
た

ぃ
に
ぽ

ラ
人
の
え

が

が
ス
リ
、
ヵ
メ
ラ
メ
角

暉
が
沢
あ
う
。
そ
こ
て
多
〃
´
″
¨

酸
か
あ
ま
り
に
ラ
あ
バ
リ
ず
デ
て
喘
後
が
つ
夕
び
集
り
り

れ
な
く
り

，
て
し
‘

フ
ル
．
ぼ
，
二

り
ｔ

フ
て
み

に
３
２

り

い
の
だ
‐。
な
ん
と
生
さ
勉
気

な

フ
て
し
４
ち

た

こ
に
。

ご
斤
ハ
形
グ
起
２
っ
た
じ
‘
し
、
か
に
僣
闊
籐
あ
リ
ト
Ｃ

ん
Ｌ
眸
考
乙
ぼ
く
な

フ
マ
じ
多
，
ル
．

夕の
し
た
が

りヽ
は
ア
レ
ピ
と
ぇ

ｂ
晦
鴎
と
鎖
〔ら
し
て

、
し

っ
か
ソ
準
餡
夕
の
た
ラ
と
と
ん
多

′́
し
に
し
よ
う
多
・

だ
あ
た
り
は
あ
り
生
争
＾
朴
り１

［国躙旧出Ш　ぎヽ「筆一”

ぎ
、
吸
い
す
ぎ
は
す
べ
て
の
病

気
の
も
と
だ
か
ら
、
注
意
し
て

ね
」
と
い
う
と
、
夫
は

「
お
前

だ

っ
て
、
お、
し．
゛
べ
り。
し
す

ぎ
、
買．
ぃ
伽
し
す
ぎ
ヽ
外
出
し

す
ぎ
を
禁
じ
た
ら
す
ぐ
病
気
に

な
る
よ
」
だ

っ
て
。

（岐
阜
市

・
夫
の
健
康
を
き

づ
か
う
妻

ｏ
５５
歳
）

幹9新哺 β斃像り
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`司

ウ々タに協ラフ嚇透滋
暑 和あ清鰺 24‐θ%`:I多ざ

回
Ｚ
劇

´
枚

ぞ
講

ケ

的
に
ム
わ
漁
ろ

と

仏
系

洛

こ
じ
ｆ

に
か
か
っ

い
た
ｏ
一

修
え

典
Ｚ
‘
な
と

月

、
ま

だ
八
左
が

回
す
自

上
孫
風
プ

ス

レ、
カ
ガ

●
着

２

刀
β
感
凝

知
マ
ン

の
値
席
な
ど
ん
と
ロ

象́
雅
彦
ピ
ユ
´
ね
蜘

回
彎
ι
な
血
穫
‥

ケ
ベ

バ
イ
ん

―
て

し
た
。
籠
／

の
だ

い
ｌ

Ｉ

ｔ
ｔ

か

ろ
そ
う
た

紛
ι

つ

し
や

ｌ

η
万
、
お ”

， 琴
ざ
れ

一誇
ボ
壼
口
私
い
に
し
て
く
れ
と
一

る
。
締
柏
Щ
ぞ
の
み
お
い
い
し
た
が

に
す
る
会
わ
％
ス
ハ
劫
′り
る
明
の
籠
彩
仏

。
栢
晨
夕

Ｔ
Ｅ
Ｌ
し
て
や
，
と

と
い
つヽ
逸
で
。
あ
れ
妹
う

二
ヶ

お
な
い
。
　

　

　

　

（
Ｃ

）

を
は
二有
竹
、
旧
エ
ー
こ
れ
ク
、

Ｆ
髪
〆
ほ
桁
凋
だ
ろ
う

。
２
月

ル遊
の
及
ψ
ふ
日
だ
パ
・
夕
雑
´
薇
〕

と
運
ポ
そヽ
蘇
と
久
く
ざ
ぜ
う
、

然
だ
け
ど

―
―
。
　

　

∩
Ｊ
υ

Ｌ
脅
カ
リ
４

ンヽ
八

て

い
る

イ
″
、
切

てヽ

い

て
マ

し

後

ろ
り

ま

で
ル

ξ

κ

ｆ
ン
風
た
て

い
た
だ
―ヽ
て
ね
′

か
族
に
か
久
ざ

フ
イ
ふ
ず
ら
そ

万
ふ
移
Ｗ
な
で
■
　
れ́
じ
同

じ
マ
レ

お
免
協
３
マ
し
工
ｒ
承
現

？
ン
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